　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　






すべての幼児が、保護者が、職員が、『元気いっぱい！笑顔いっぱい！』で『大好きな堀ノ内子供園』


教育ビジョン2022「みんなのしあわせを創る杉並の教育」の実現をめざし、遊びの中の学びを中心とした質の高い教育保育を提供します
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令和５年度　杉並区立堀ノ内子供園経営計画





【目指す子供園像】


・　十分に身体を動かして遊び、繰り返し挑戦したり多様な動きを楽しんだりしながら健康で柔軟な身体育てる園


・　生き生きと自分のやりたいことや友達との遊びに向けて力を発揮し、のびのびと遊ぶ幼児を育てる園


・　たっぷりの自然を存分に生かし、遊びや活動の中で、「面白い！」「何でかな？」「もっとやりたい！」と豊かな感情と好奇心を育む園


・　たくましくしなやかな心と体を育てる園


・　一人一人の個性や特性を尊重し、互いに大切な存在であると認め合い、しあわせを感じ


あえる園


・　就学前教育に取り組む専門機関として、人格形成の基礎を確実に培うことができる質の


高い幼児教育に努める園


・　基本的な生活習慣を身に付け規範意識の芽生えを促す園


・　人との触れ合いに喜びを感じ、コミュニケーション能力や相手の話に親しみや興味関心をもって聞く態度を育てる園


・　園を開き、地域や保護者のニーズに積極的に耳を傾け、常に改善に取り組む園





【今年度の研究・課題】


〇今年度　研究主題「心も身体もいきいきとあそぶ幼児」


　・園生活の中で、解放感を感じながら能動的に環境と関り、自己を表出しながら、心も身体も十分に動かして遊びや活動を楽しむ幼児を育成していく。


　・幼児が身体を動かす気持ちよさを感じることを通じて、進んで身体を動かす意欲を育てていく。


　・自分の身体を大切にし、身の回りを清潔で安全なものにするなどの生活に必要な習慣や態度を身に付けていく。


　・研究課題校「生涯にわたって総合的に体力を探求する資質の育成」である連携校(大宮小・済美小)との学び合いを通して、子小連携教育の充実をはかる。


　





〖教育目標】　一人ひとりの幼児が、主体的に遊びや生活を通して豊かな体験を積み重ね、様々な人や友達と関り、健康で人間性豊かな子どもに育つことを目標とする。


　　　　　　　　　　　　　


　　　〇いきいきとあそぶ子　　　〇こころゆたかな子　　　〇よくかんがえる子





【特別支援教育の推進・充実】


幼児の的確な実態把握を行い、個別の教育指導計画を作成し、実態に即した活動や生活のありかたを見直し、誰もが学級の一員として楽しく生活できるようにする。活動や行事の目的や内容については、全ての幼児が安心して進んで参加していかれることを大切にする。


関係諸機関との連携を深め、一人一人の幼児の特性に応じた指導に努める。


学級の中で互いに仲間として相手を理解しようとする態度や相手の個性や特性を尊重した関わり方を身に付け、共に支え合って生活できるような学級経営に努める。


園に関わる保護者の理解と協力を得て、全ての園児が安心して過ごし、遊びを十分に楽しめる適切な援助を行う努力をする。


地域の子育てステーションとして、子育て相談や他機関への連携窓口の事業の充実を図る。





【教育目標を達成するための教育活動】


１．興味関心に基づく直接体験を通した活動（自ら取り組む遊びを中心とした教育）


　　　自然豊かな園庭を生かした遊びや活動。様々な教材や素材、用具等を利用した構成遊びや制作。社会性やコミュニケーション力、協調性など様々な力が身に付くごっこ的な遊びや活動、おにごっこ、運動遊び等。学級での活動。





２．集団の中で人とつながり協同すると共に、規範意識や道徳性の芽生えを培う活動


　　　自ら考え自ら行動する体験・計画的な協同活動


(当番活動、誕生会、運動会、堀ノ内ランド、堀ノ内劇場、修了製作等)





３．オリンピック・パラリンピック精神に基づく健康な心と体を創る教育活動・安全教育


　　　園庭やホールでの運動遊び、杉並体づくりキャラバン講師による様々な運動遊び等


意図的・計画的な運動遊びや伝統文化との触れ合い体験


　自分も相手も大切な心と身体をもっていることを生活や活動を通しての学びあい


（井村隊長と運動遊び・獅子舞・お茶会等）（水遊び、プール遊び等）





４．人との関わり合い、触れ合いを大切にした活動


（子育て支援事業）　　アイアイ（月１、２回）、子育て相談


（地域との連携）　　中学生職場体験、地域音楽会参加、フラワージャングルの整備活用





５．伝統行事活動:日本に古くから伝わる行事の由来を知り、制作や交流を楽しむ活動　


こどもの日、七夕、獅子舞、節分、ひな祭り、お茶会、





６．食材栽培・食育活動：季節の野菜を育て、様々な食べ物への興味関心をもてるようにし、進んで食べようとする気持ちを育てる。


・色々な野菜の栽培・収穫・食する　


・カレーパーティー食材栽培活動や調理体験活動





６．子保小中の連携を図り、学びの基礎を培う活動


・大宮小学校との交流・連携教育や施設活用


・中学生による職場体験活動


　・幼児教育公開





【情報の公開・発信】


・　教育活動の様子をドキュメンテーション等用いて具体的に説明したり、園だよりやホームページを充実したりする。保護者会のもち方を工夫して、教育・保育内容の園情報をできるだけ迅速に保護者や地域の皆様にお知らせする。


【子供園　自己評価の充実】


保護者の方の評価を積極的に活用し、課題を明確にし、職員の意識改革を図りながら園運営の改善に努める。


【保護者から信頼される園となるために期待する保育者像】


幼児と丁寧に向き合い、理解し、適切に指導援助をする。また幼児の小さなつぶやきにも耳を傾け、幼児の気持ちに寄り添い、なぜ、どうしてと一緒に考えたり感じたりしながら幼児と関われる保育をめざす。


保護者と幼児理解を共通にし、共に育てていく意識のもと、園での様子や情報を発信したり、相談に対応したりする。


幼児理解を深め、全員保育の学級経営や、長時間保育充実のための指導や援助、環境構成を明確にし、『遊びの中の学び』を中心とした幼児一人一人の良さを生かした質の高い幼児教育を提供する。





・子どもに接する者として、人格の向上（礼儀や言葉使い、服装等を含め）に努める。


・心身ともに健康であるように努める。


・人権感覚を養い、法令や服務を遵守する。


・危機管理意識を常にもち、子ども、保護者、自分自身の安全を守る。
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